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熊
本
地
震
で
最
初
に
震
度
７
を

観
測
し
た
「
前
震
」
か
ら
1
4
日
で

１
年
。
熊
本
県
内
の
避
難
所
は
昨

愕
１
１
月
ま
で
に
全
て
閉
鎖
さ
れ
た

が
、
今
な
お
仮
設
住
宅
に
１
万
人

余
り
、
公
費
で
民
間
ア
パ
ー
ト
な

ど
を
借
り
上
げ
た
「
み
な
し
仮
設
」

に
３
万
３
７
０
０
人
近
く
が
暮
ら

す
。
３
月
下
旬
、
被
災
地
の
熊
本

市
と
益
城
、
御
船
関
町
を
訪
ね

た
。
（
山
内
悠
記
子
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
前
震
と
２
日
後
の
「
本
震
」
（
震

度
７
）
な
ど
で
死
者
3
7
人
、
１
万

５
８
３
棟
の
住
宅
被
害
が
あ
っ
た

益
城
町
。
県
内
最
多
の
５
１
６
戸

か
お
る
仮
設
住
宅
「
テ
ク
ノ
団
地
」

に
入
居
す
る
岡
田
豊
さ
ん
（
7
4
）

は
、
１
年
前
の
本
震
で
、
そ
れ
ま

で
住
ん
で
い
た
借
家
が
全
壊
し

た
。
　
近
く
の
町
立
広
安
小
に
避
難
し

た
３
日
後
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
狭
心

症
で
倒
れ
た
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）
に

よ
る
応
急
処
置
の
後
、
病
院
で
手

①生活再建

㎜

術
を
受
け
、
一
命
座
取
り
留
め

た
。
、

　
妻
と
２
人
で
慣
れ
な
い
プ
レ

ハ
ブ
の
仮
設
暮
ら
し
。
「
盲

治
体
が
被
災
者
向
け
に
整
備
す

　
　
　
一
秘
二
｛
▽
＼
ノ

る
）
災
害
公
営
住
宅
が
い
つ
、

ど
こ
に
で
き
る
か
分
か
ら
ず
、

そ
の
日
暮
ら
し
と
い
う
感
じ
」

だ
が
、
３
月
に
入
り
、
少
し
張

り
合
い
が
で
き
た
。
知
人
の
業

熊
本
県
益
城
町
の
広
崎
仮
設
団
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
豆
腐
を
届
け
た

岡
田
さ
ん
（
中
央
）
。
団
地
の
自
治
会
長
・
田
原
さ
ん
（
右
）
は
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
＝
３
月
3
0
目

者
か
ら
提
供
さ
れ
る
豆
腐
を
町
内

の
仮
設
住
宅
に
配
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
た
。
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
助

け
て
も
ら
っ
た
命
。
何
か
恩
返
し

を
」
と
の
恩
い
が
岡
田
さ
ん
を
突

き
動
か
し
た
。
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ミ
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ー
一
一ア

イ
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３
月
3
0
目
、
７
・
５
キ
・
ほ
ど
離

れ
た
広
崎
仮
設
団
地
。
岡
田
さ
ん

か
ら
豆
腐
を
受
け
取
っ
た
の
は
、

団
地
の
自
治
会
長
を
務
め
る
田
原

八
十
八
さ
ん
（
8
3
）
。
5
3
世
帯
１
４

６
人
を
毎
日
見
守
っ
て
い
る
。
8
5

歳
以
上
の
高
齢
者
、
障
害
者
ら
支

援
が
必
要
な
人
が
大
半
を
占
め
る

と
い
う
。
個
人
情
報
保
護
の
壁
が

あ
る
中
、
積
極
的
な
声
掛
け
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
腐
心

し
て
お
り
「
一
人
の
孤
独
死
も
出

さ
ず
生
活
再
建
に
つ
な
け
た
い
」

と
話
す
。

　
田
原
さ
ん
を
は
じ
め
、
益
城
町

に
あ
る
仮
設
住
宅
の
自
治
会
長
有

志
は
２
月
、
連
合
自
治
会
を
設
立

し
た
。
仮
設
住
宅
で
の
孤
独
死
が

相
次
い
だ
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
見
守
り
の
方
法
な
ど
の
情
報

交
換
に
努
め
て
い
る
。

解
体
進
捗
率
6
1
％

　
熊
本
県
内
で
倒
壊
家
屋
な
ど
の

解
体
進
捗
率
は
6
1
・
１
％
（
３
月

末
現
在
）
。
御
船
町
の
高
台
に
あ

る
町
営
中
原
団
地
は
、
地
滑
り
や

地
盤
の
亀
裂
に
伴
い
長
期
避
難
世

帯
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被

災
当
時
の
ま
ま
立
ち
入
り
禁
止
が

続
く
。

　
一
家
４
入
で
被
災
し
、
今
は
町

外
の
「
み
な
し
仮
設
」
で
暮
ら
す

団
体
職
員
男
性
（
3
9
）
は
、
地
震
の

ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）
が
あ

る
妻
の
た
め
、
同
団
地
と
は

別
の
場
所
で
の
再
建
を
決
め

た
。
「
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
わ

が
家
。
戻
り
た
い
気
持
ち
は
あ

る
が
、
新
た
な
居
場
所
を
つ
く

る
」
と
話
し
、
団
地
を
見
上
げ

た
。
　
元
の
場
所
に
戻
る
か
、
別
の

所
に
移
る
か
、
災
害
公
営
住
宅

に
入
る
か
ー
。
益
城
町
が
昨
年

1
2
月
、
仮
設
住
宅
や
「
み
な
し

仮
設
」
に
入
居
す
る
被
災
者
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
単

一
回
答
の
項
目
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
複
数
回
答
が
目
立
っ
た
と

い
う
。
益
城
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
緒
方
誠
事
務
局
次
長
（
4
4
）

は
「
被
災
者
に
は
年
金
生
活
の

高
齢
者
も
多
く
、
残
り
の
人
生

を
考
え
、
心
が
揺
れ
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
。

　
　
「
再
建
の
不
安
と
、
震
度
５

以
上
の
揺
れ
を
2
0
回
以
上
経
験

し
た
心
の
ト
ラ
ウ
マ
は
大
き

い
」
。
地
震
の
発
生
直
後
、
益

町
の
避
難
所
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

－
　
　
　
－
－
　
Ｉ
■
　
－
　
－
１

ゆ
’
つ

大
事
業
に
携
わ
り
、
今
も
元

利
用
者
の
見
守
り
を
続
け
る
吉

井
治
さ
ん
（
4
8
）
は
、
被
災
者
の

心
情
を
語
っ
た
。
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